
ICT 活用 TIPS ヒトの視覚実験 
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何を使う 

 

・盲斑や黄斑についての錯視実験を、パワーポイント教材で作成し、シミュレ

ートする。 

・盲斑の存在の確認、形や大きさを測定する実験等を各自行う。 

・条件を変えた実験を、生徒が各自で行う。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

高校 生物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 実験を始めるまでに、手順等を理解させる。 

○ 生徒を数回ずつ交代させ、集中して作業できる配慮を行う。 

【 After 】 メリット 

○ ソフトウェアを用いたシミュレーション体験によって、主体的に取り組

む姿勢や科学的に探究しようとする態度を育てることができる。 

○ 生徒個々のペースで、条件を変えた実験が何度も実施可能となる。 


